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※出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

・2/4（木）17：15～病院２階会議室にて、看護上級スタッフを対象とした看護グループ内研修が開催されます。対象者は2/1（月）までに出欠入力をして下さい。

・1/27（水）17：15～病院２階会議室にて、新人看護スタッフを対象とした看護グループ内研修が開催されます。対象者は1/25（月）までに出欠入力をして下さい。

・1/26（火）17：15～メンタルケア病棟３階会議室にて、看護・介護スタッフを対象とした看護グループ内研修が開催されます。1/22（金）までに出欠入力をして下さい。

・ＳＳＴ実施記録の提出が遅延していたことで心理チームより連絡がありました。最終週のスタッフの提出遅れが原因であったため、今後の管理方法について検討していきます。

・今後の退院支援委員会の開催は第3週の診察日で各Ｄｒに依頼し実施していく方針としています。

＜患者様連絡事項＞

・木村　義重様～1/16レシカルボン座剤使用していますが、反応便なくその後の排便確認出来ていない為、深澤Ｄｒ報告し浣腸施行しています。

・伊藤　義彦様～1/16弟様へ連絡がつき、仕事が多忙の為、1/31（日）の面談希望しています。しかし、勤務状況が変更する可能性があるため、1/30（土）夕方に確実に来院できるかの連絡をいれるとの事です。

・宮本　建蔵様～本日排便なく-4日の為、継続指示対応にて桃核承気湯1Ｐ処方となっています。

＜伊藤Ｄｒ担当患者様退院支援委員会＞

●金沢　洋子様

退院困難な要因･･･ＩＡＤＬの低下、受け入れ先の確保が困難。

退院後…障害福祉サービスによる入所施設（グループホーム）、日中の活動場所としてデイナイトケアの利用。青風荘申し込み、現在待機中。

　退院へ向けた目標･･･動機付け、都度確認。

●高橋　康満様

退院困難な要因･･･ＩＡＤＬの低下、受け入れ先の確保が困難、家庭内調整（保護者が甥であり、同居は不可）。

問題点・課題･･･陰性症状による活動性の低下、長期入院により自己服薬管理や退院の意

志が無い、家族の協力を得られない、社会生活にサポートが必要。

　退院へ向けた目標・支援･･･動機付けできる様、都度説明。家族介入。

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設（サービス付きグループホーム）

●村舘　ミネ様

　退院困難な要因･･･ＩＡＤＬの低下、家庭内調整（保護者が金銭の支払い以外を拒否）

問題点・課題･･･身元引受人である甥様が、「自分達は金銭管理だけ頼まれている。実の娘がいるのだから何かあったら娘に相談すればいい」と非協力的。娘様の連絡先不明の為、解決されていない状況が続いている。10/19に支払いの為来院されてから病棟への連絡がなく、後見人についての説明も出来ていない。病棟管理者、ＰＳＷ（担当医）で面談を行う（電話も可）。

退院へ向けた目標・支援･･･身体機能の低下の防止、家族アプローチ（後見人制度の説明）、動機付け、家族との面談設定、経済面の確認等。

　退院後･･･介護保健・障害者福祉サービスによる入所施設（介護保健申請を検討）

●大上　なみ様

　退院困難な要因･･･精神症状、ＩＡＤＬの低下、問題行動、受け入れ先の確保が困難、家庭内調整

問題点・課題･･･保護者と連絡が取れない状況。病識が乏しい。

退院へ向けた目標・支援･･･後見人制度の利用検討。家族へアプローチする。

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設（グループホーム：２４時間見守り対応可能

施設）

●沢田　秋子様

　退院困難な要因･･･精神症状、ＡＤＬ・ＩＡＤＬの低下、家庭内調整（弟夫婦と同居だが、別宅建築予定）

問題点・課題･･･ＡＤＬ・ＩＡＤＬの低下から、依存傾向・不安感強く、単身生活は困難と思われる。服薬の継続（第三者の強力が必要）。退院前訪問指導や通所サービス利用には本人拒否的。

退院へ向けた目標・支援･･･身体機能の低下の防止、家族アプローチ（後見人制度の説明）、動機付け、家族との面談設定、経済面の確認等。

　退院後･･･２月中に自宅退院予定。訪問看護や生活訓練サービス利用検討。

　

●野月平　チエ様

退院困難な要因･･･精神症状、ＡＤＬ・ＩＡＤＬの低下、受け入れ先の確保が困難

問題点・課題･･･甥夫婦は協力的であるが、自宅への受け入れ不可。施設入所を希望。

退院へ向けた目標・支援･･･ＡＤＬ・ＩＡＤＬ低下の防止、進捗状況の確認。

　退院後･･･介護保健サービスによる施設入所（現在、二戸の施設を申し込み中）

●井上　和美様

退院困難な要因･･･精神症状、自己負担の金額が増加

問題点・課題･･･心気的であり、自己評価も低く、退院に対し消極的。

退院へ向けた目標・支援･･･退院に向け動機付け、グループホーム等の施設見学。

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設、デイケア・訪問看護の利用。

●元沢　政治様

退院困難な要因･･･家庭内調整（姉や姪に方針について説明）

問題点・課題･･･２４時間体制で見守り可能な施設の捜索

退院へ向けた目標・支援･･･現在青風荘の空き待ち。他のケアホームは無いか検討する。家族の状況確認（協力体制、金銭面、住所等）

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設（ケアホーム）

●十日市　利喜様

退院困難な要因･･･精神症状、家庭内調整、自己負担の費用が増加

問題点・課題･･･退院に対し消極的。（施設入所を勧めるも、妄想により拒否）

退院へ向けた目標・支援･･･退院に向けた動機付け、成年後見人制度利用検討、施設見学

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設（グループホーム）、デイケア・訪問看護の

利用

●中野渡　鉄男様

退院困難な要因･･･家庭内調整、受け入れ先の確保が困難

問題点・課題･･･家族が非協力的

退院へ向けた目標・支援･･･成年後見人制度申請、施設見学（来週見学予定）、家族（姉・義兄）へ身元引受人は出来ない事を説明。

　退院後･･･障害福祉サービスによる入所施設（グループホーム）、デイケア・訪問看護の

利用

＜伊藤Ｄｒ診察＞

・沢田　秋子様～食欲が増進していることと、流涎、震えが改善傾向であることから、タスモリン減薬し、血圧高値持続していることからアムロジピンが追加処方となっています。自己服薬管理についてＤｒ許可となり、1/20以降に導入予定としています。引き続き活動を促して下さい。

・野月平　チエ様～スタッフや他者にお礼と言い金銭や物をあげようとする行為があり、今後同様の行動があった際は鍵を預かるなど自己管理能力評価し他者トラブルに至らないよう検討、経過観察する様指示あります。

　　　　　　　　　手あれあるが、軟膏の希望なし。

・井上　和美様～歯科通院はまだ必要とのことで通院を継続しています。本人希望にてファルコバ点眼薬1本処方となっています。

・大上　なみ様～強力ポステリザン軟膏継続処方となっています。おなかに赤ちゃんがいるなど妄想発言聞かれています。

・元沢　政治様～左前腕部に表皮剥離あり、土曜日にお湯がかかったとのことで熱傷の可能性あり。洗浄＋ラップ保護の指示あり。感染予防につとめ清潔に保護するよう本人にも説明、処置行って下さい。

・高橋　康満様～本日メガネが完成し診察後に本人へ渡しています。

